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【
講
演
録
】
彦
根
藩
の
明
治
維
新

彦
根
市
歴
史
民
俗
資
料
室
長

井
伊
岳
夫

本
県
で
は
、
毎
年
「
歴
史
的
文
書
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
講
演
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
十
月
十
八
日
（
水
）
に
、「
彦
根
藩
の
明
治
維
新
」

と
題
し
て
、
彦
根
市
教
育
委
員
会
事
務
局
歴
史
民
俗
資
料
室

長
の
井
伊
岳
夫
氏
に
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

井
伊
直
政
を
藩
祖
と
す
る
彦
根
藩
は
、
譜
代
大
名
の
中
で

も
筆
頭
の
家
格
を
誇
り
、
幕
末
の
井
伊
直
弼
な
ど
何
人
も
の

大
老
を
輩
出
す
る
な
ど
、
幕
府
の
屋
台
骨
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
直
弼
の
死
後
は
、
藩
内
で
尊
攘
派
が
台
頭
し
、

戊
辰
戦
争
に
も
真
っ
先
に
新
政
府
側
と
し
て
従
軍
す
る
な
ど
、

複
雑
な
経
過
を
た
ど
っ
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
井
伊
氏
に
は
、
こ
の
よ
う
な
幕
末
維
新
の
激
動
期
の
彦

根
藩
に
つ
い
て
、
そ
の
複
雑
な
立
場
を
わ
か
り
や
す
く
、
井

伊
家
当
主
な
ら
で
は
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
な
が
ら
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
講
演
要
旨
を
御
紹
介
し
ま
す
。

井
伊
直
憲
の
家
督
継
承

彦
根
藩
最
後
の
藩
主
と
な
っ
た
の
が
、
直
弼
の
嫡
男
で
あ

る
直
憲
で
す
。
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
三
月
三
日
、
直
憲

が
数
え
年
で
十
三
歳
の
時
、
父
直
弼
が
江
戸
城
桜
田
門
外
で

暗
殺
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
直
憲
は
ま
だ
正
式

に
は
直
弼
の
嫡
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
藩

か
ら
幕
府
に
提
出
さ
れ
た
届
け
で
は
、
直
弼
は
怪
我
と
い
う

こ
と
に
し
て
、
そ
の
死
は
伏
せ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
で
、

桜
田
門
外
の
変
か
ら
一
週
間
後
の
三
月
十
日
、
直
憲
を
嫡
子

と
す
る
届
け
を
幕
府
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
世
継
ぎ
が
決
め

ら
れ
て
い
な
い
た
め
、
お
家
が
取
り
つ
ぶ
し
に
な
る
と
い
う

事
態
を
免
れ
る
た
め
で
す
。
そ
の
後
、
直
弼
の
死
が
公
表
さ

れ
た
の
は
、
桜
田
門
外
の
変
か
ら
二
か
月
近
く
た
っ
た
閏
三

月
三
十
日
、
直
憲
が
家
督
を
継
承
し
た
の
は
四
月
二
十
八
日

の
こ
と
で
し
た
。

桜
田
門
外
の
変
以
降
、
幼
少
の
直
憲
と
は
別
の
藩
主
を
望

む
声
が
藩
内
の
一
部
に
は
あ
り
ま
し
た
が
、
直
憲
は
無
事
に

家
督
を
継
承
し
ま
し
た
。
そ
し
て
三
十
万
石
の
所
領
と
従
四

位
下
左
近
衛
権
中
将
と
い
う
官
位
、
掃
部
頭
と
い
う
通
称
、

京
都
守
護
や
京
都
上
使
と
い
っ
た
、
井
伊
家
が
果
た
し
て
き

た
役
割
が
従
来
通
り
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

文
久
の
政
変

し
か
し
ま
も
な
く
、
幕
府
で
大
き
な
改
革
が
起
こ
り
ま
し

た
。
そ
の
き
っ
か
け
は
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
四
月
十

六
日
、
薩
摩
藩
主
の
父
・
島
津
久
光
が
兵
を
引
き
い
て
入
京

し
た
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
は
、
久
光
に
守
ら
れ
た
勅
使
の
大

原
重
徳
が
江
戸
に
向
け
て
京
都
を
発
ち
、
同
年
六
月
十
日
に

幕
政
改
革
を
要
求
し
ま
す
。
こ
れ
は
直
弼
の
政
治
路
線
を
継

承
し
て
き
た
老
中
ら
を
政
権
の
座
か
ら
お
ろ
し
て
、
直
弼
の

政
治
的
な
対
立
者
で
あ
っ
た
人
々
を
政
治
の
中
枢
に
据
え
る

と
い
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
出
来
事
の
後
、
直
弼
の
政
治
が

完
全
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

彦
根
藩
は
直
弼
の
政
治
が
否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

尊
王
攘
夷
に
方
針
を
転
換
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
そ
の
翌
年
の
文
久
三
年
八
月
十
八
日
の
政
変
に
よ
り
公

武
合
体
派
が
反
撃
す
る
と
、
今
度
は
尊
攘
派
の
鎮
圧
に
動
員

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
相
次
ぐ
方
針
転
換
は
あ
り
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
幕
府
に
よ
る
様
々
な
警
衛
や
軍

事
に
動
員
さ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
い
ま
す
。
当
時
の
彦
根
藩

は
、
直
弼
の
政
治
責
任
を
問
わ
れ
て
上
知
さ
れ
た
十
万
石
の

回
復
と
、
直
弼
の
名
誉
回
復
が
課
題
で
あ
り
、
幕
府
の
命
令

に
唯
々
諾
々
と
従
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
す
。

幕
長
戦
争

慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
七
月
、
彦
根
藩
は
第
二
次
幕
長

戦
争
（
長
州
戦
争
）
へ
の
出
兵
を
命
じ
ら
れ
ま
す
。
翌
年
六

月
七
日
に
戦
争
が
始
ま
り
、
一
週
間
後
の
六
月
十
四
日
に
は

芸
州
口
で
の
戦
闘
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
戦
い
に
お
い

て
、
彦
根
藩
は
「
先
手
の
家
」（
徳
川
の
先
鋒
を
務
め
る
こ
と
）

の
名
誉
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
並
々
な
ら
ぬ
覚
悟
で
臨
ん
で

お
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
長
州
軍
に
対
し
て
幕
府
は
戦
力
に

劣
り
敗
北
を
し
ま
す
。

こ
の
戦
い
の
後
、
彦
根
藩
は
富
国
強
兵
を
目
指
し
て
軍
制

改
革
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
慶
応
二
年
十
二
月
二
十
六
日
、

彦
根
藩
は
藩
士
に
五
年
間
の
倹
約
を
命
じ
、
軍
備
増
強
費
用

講演中の井伊岳夫氏
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を
捻
出
し
よ
う
と
し
ま
し
た
。
翌
三
年
九
月
二
十
一
日
に
は
、

幕
府
に
な
ら
っ
て
銃
隊
を
西
洋
式
の
編
成
に
改
め
ま
し
た
。

藩
士
は
勿
論
、
足
軽
や
武
家
奉
公
人
に
至
る
ま
で
、
年
齢
に

関
係
な
く
、
さ
ら
し
山
に
あ
っ
た
練
兵
所
で
銃
隊
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
と
彦
根
藩
の
去
就

慶
応
三
年
十
月
十
四
日
、
将
軍
徳
川
慶
喜
が
大
政
奉
還
の

上
表
を
朝
廷
に
提
出
し
ま
し
た
。
朝
廷
は
全
諸
侯
に
向
け
て

十
一
月
中
の
上
京
を
命
じ
、
彦
根
藩
主
井
伊
直
憲
は
同
月
八

日
に
入
京
し
ま
し
た
。
大
政
奉
還
か
ら
約
二
ヶ
月
後
の
十
二

月
九
日
、
朝
廷
は
王
政
復
古
を
宣
言
し
、
慶
喜
と
武
力
衝
突

を
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

こ
の
と
き
、
彦
根
藩
は
ど
ち
ら
の
味
方
を
す
る
か
と
い
う

決
断
に
迫
ら
れ
ま
す
。
家
臣
の
意
見
は
二
つ
に
わ
か
れ
ま
し

た
が
、
最
終
的
に
は
藩
を
分
裂
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
新
政
府

側
に
つ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

彦
根
藩
が
戊
辰
戦
争
で
新
政
府
側
に
つ
い
た
こ
と
を
、
意

外
と
と
ら
え
る
者
も
い
ま
し
た
が
、
同
藩
の
行
動
は
他
の
大

名
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

新
政
府
軍
に
つ
い
た
彦
根
藩
兵
は
、
そ
の
全
局
に
関
わ
り

ま
し
た
。
流
山
宿
（
現
千
葉
県
）
で
は
、
彦
根
藩
兵
が
大
久

保
大
和
と
名
乗
っ
て
い
た
新
撰
組
局
長
・
近
藤
勇
を
捕
ら
え
、

板
橋
宿
の
本
陣
に
連
行
し
ま
し
た
。
小
山
（
現
栃
木
県
）
の

戦
い
で
は
敵
兵
に
囲
ま
れ
た
彦
根
藩
の
一
小
隊
が
脱
出
不
可

能
と
な
っ
て
、
死
力
を
尽
く
し
て
戦
っ
た
末
、
隊
長
の
青
木

貞
兵
衛
が
討
死
す
る
と
い
う
激
戦
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
に
、
彦
根
藩
は
新
政
府
側
の
重
要
な
戦
力
と
し
て
評
価
さ

れ
、
最
後
は
二
万
石
の
賞
典
禄
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

戊
辰
戦
争
後
の
旧
彦
根
藩
主
と
旧
彦
根
藩
士

最
後
に
、
人
物
に
焦
点
を
あ
て
て
、
戊
辰
戦
争
後
の
動
向

に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
す
。

井
伊
直
憲
は
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
に
、
政
府
の

要
職
に
就
い
て
い
た
有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
妹
、
宜
子
と
結

婚
し
ま
す
。
こ
の
縁
組
み
は
井
伊
家
の
恩
賞
と
い
う
側
面
と
、

同
家
と
新
政
府
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る
、
と
い
っ
た
側

面
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
直
憲
は
廃
藩
置
県
が
実
施
さ
れ
る
前
に
、
高
知
藩

の
「
人
民
平
均
の
理
」（
士
族
が
占
有
し
て
き
た
文
武
の
職
務

を
平
民
に
開
放
し
、
自
主
自
由
の
権
利
を
与
え
て
志
を
遂
げ

さ
せ
る
と
い
う
思
想
）
を
模
範
に
、
藩
政
改
革
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
し
か
し
、
改
革
を
宣
言
し
た
約
一
ヶ
月
後
に
は
、

廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
と
な
り
ま
す
。

廃
藩
置
県
の
後
、
旧
大
名
家
は
東
京
に
住
居
を
移
し
ま
す

が
、
直
憲
は
明
治
政
府
が
海
外
で
見
聞
を
広
め
る
こ
と
を
奨

励
し
た
こ
と
も
あ
り
、
明
治
五
年
か
ら
約
一
年
間
、
欧
米
を

訪
れ
、
西
洋
文
明
を
吸
収
し
ま
す
。
帰
国
後
は
、
教
育
面
や

産
業
面
に
お
い
て
様
々
な
貢
献
を
し
ま
し
た
。

次
に
、
彦
根
藩
士
た
ち
の
動
向
で
す
。

谷
鉄
臣
は
、
町
医
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
藩
士
で
す
が
、

慶
応
四
年
の
最
幕
末
の
時
代
に
彦
根
藩
の
最
高
指
導
者
と
な

り
、
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
た
後
は
、
大
蔵
省
に
出
仕
し
、
新

政
府
で
働
き
ま
し
た
。

大
東
義
徹
は
、
彦
根
出
身
者
で
唯
一
大
臣
を
務
め
た
人
物

で
、
法
律
を
専
門
と
し
、
第
一
次
大
隈
内
閣
で
は
司
法
大
臣

を
務
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

西
村
捨
三
は
、
明
治
十
年
に
内
務
省
に
入
り
、
沖
縄
県
令

や
大
阪
府
知
事
等
を
歴
任
す
る
な
ど
、
地
方
官
と
し
て
も
活

躍
し
ま
す
。
ま
た
、
平
安
神
宮
の
創
建
や
時
代
祭
の
創
始
な

ど
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
明
治
三
十
四
年
に
開

催
さ
れ
た
彦
根
城
開
城
三
百
年
紀
念
祭
の
企
画
と
実
施
過
程

に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
し
た
。
こ
の
紀
念
祭
で
は
赤

備
え
の
甲
冑
を
着
た
人
々
の
渡
御
行
列
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
行
列
の
形
態
は
、
現
在
彦
根
市

で
十
一
月
に
行
わ
れ
て
い
る
城
ま
つ
り
の
パ
レ
ー
ド
に
引
き

継
が
れ
て
い
ま
す
。

武
節
貫
治
は
、
招
魂
社
（
現
滋
賀
県
護
国
神
社
）
の
設
立

に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
教
育
面
で
も
活
躍

し
、
彦
根
中
学
校
や
彦
根
女
学
校
の
開
設
な
ど
に
貢
献
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
の
動
乱
の
中
を
生
き
て
き
た
人
々
が

明
治
維
新
以
降
、
様
々
な
面
で
貢
献
を
し
ま
し
た
。

以
上
が
、「
彦
根
藩
の
明
治
維
新
」
と
題
し
た
、
桜
田
門
外

の
変
か
ら
戊
辰
戦
争
終
了
後
ま
で
の
講
演
要
旨
で
す
。

お
話
の
最
後
に
、
県
政
史
料
室
で
は
、
こ
う
し
た
藩
士
た

ち
の
履
歴
が
分
か
る
史
料
（
大
正
期
の
贈
位
願
）
が
残
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
歴
史
は
史
料
が
な
け
れ
ば
語
る
こ
と
は
で
き

ず
、
史
料
が
あ
っ
て
も
整
理
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
内
容
の

把
握
も
な
か
な
か
で
き
な
い
こ
と
、
整
理
さ
れ
て
い
て
も
公

開
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
自
由
に
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
な

い
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
当
室
の
役
割
を
再
確
認
で
き

た
講
演
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。
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【
簿
冊
解
説
②
】
府
県
史
料
『
滋
賀
県
史
』

歴
史
的
文
書
の
中
に
は
、
明
治
初
期
の
県
政
の
歩
み
を
調

べ
る
上
で
便
利
な
『
滋
賀
県
史
』
と
い
う
行
政
資
料
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
そ
の
成
り
立
ち
を
御
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。

「
王
政
復
古
」
を
掲
げ
て
発
足
し
た
明
治
政
府
は
、
古
代

の
律
令
国
家
に
倣
い
、
維
新
直
後
よ
り
国
の
正
史
編
纂
事
業

に
着
手
し
ま
す
。
同
事
業
は
、『
日
本
書
紀
』
か
ら
『
日
本
三

大
実
録
』
ま
で
の
「
六
国
史
」
に
続
く
も
の
と
位
置
づ
け
ら

れ
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
十
月
、
太
政
官
正
院
に
歴
史

課
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

翌
六
年
に
は
「
歴
史
課
事
務
章
程
」
が
制
定
さ
れ
、
同
課

は
手
始
め
に
、
幕
末
以
後
の
正
史
編
纂
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
「
本
史
ノ
考
拠
」
と
す
る
た
め
、

廃
藩
置
県
以
後
の
府
県
の
沿
革
も
、
順
次
「
編
輯
（
集
）」
す

る
と
い
う
方
針
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
「
編
輯
」
と
は
、
正
史
を
執
筆
す
る
「
編
纂
」

と
は
異
な
り
、
そ
の
典
拠
と
な
る
資
料
を
収
集
し
、
編
年
形

式
で
ま
と
め
る
作
業
の
こ
と
を
意
味
し
ま
し
た
。
そ
の
作
成

物
は
「
史
料
」
と
呼
ば
れ
、
今
回
取
り
上
げ
る
『
滋
賀
県
史
』

も
、
こ
の
時
作
成
さ
れ
た
「
府
県
史
料
」
の
一
つ
で
す
。

歴
史
課
の
編
輯
方
針
に
基
づ
き
、
明
治
七
年
十
一
月
、
太

政
官
は
「
歴
史
編
輯
例
則
」（
全
八
則
）
を
府
県
に
示
し
、
地

方
の
沿
革
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

翌
八
年
四
月
、
歴
史
課
は
修
史
局
と
改
称
し
、
五
月
に
は
滋

賀
県
で
も
、
庶
務
課
に
編
輯
掛
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
１

。

編
輯
掛
の
責
任
者
に
は
、
大
津
県
で
は
筆
記
（
文
書
係
）、

滋
賀
県
改
称
後
は
簿
書
専
務
（
同
前
）
を
務
め
た
伊
藤
紀
が

就
き
ま
し
た
２

。
伊
藤
は
、
円
満
院
宮
家
来
の
出
身
で
、
文
書

管
理
に
大
変
通
じ
た
人
物
で
し
た
。
一
方
、
実
際
の
編
輯
事

業
を
担
っ
た
の
は
、
元
水
口
藩
漢
学
者
の
山
県
順
や
、
後
に

『
淡
海
廿
四
勝
図
記
』
を
著
す
安
国
清
（
福
岡
県
平
民
）
ら

教
養
あ
る
知
識
人
で
、
順
次
雇
い
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
事
業
の
専
門
性
に
即
し
た
人
材
が
配
置
さ

れ
た
編
輯
掛
で
す
が
、
典
拠
と
な
る
資
料
の
収
集
に
は
苦
労

し
た
よ
う
で
す
。
例
え
ば
、
明
治
九
年
五
月
二
十
四
日
、
県

は
修
史
局
に
対
し
て
、
大
津
裁
判
所
（
大
津
県
の
前
身
）
の

設
立
日
に
関
す
る
照
会
を
行
っ
て
い
ま
す
３

。

そ
の
照
会
文
で
は
、
大
津
裁
判
所
で
参
謀
（
次
官
）
を
務

め
た
板
倉
筑
前
介
（
醍
醐
家
家
来
）
が
三
月
八
日
に
拝
命
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
設
立
日
は
同
日
以
前
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
が
、
そ
れ
以
前
の
こ
と
は
、
公
文
書
が
な
い
た
め
不
明

だ
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
修
史
局
は
、
諸
記
録
が
一

致
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
国
の
進
達
録
で
は
、
長
谷
信
篤

（
公
家
）
の
総
督
（
長
官
）
拝
命
日
が
三
月
七
日
で
あ
る
た

め
、
設
立
日
も
同
日
と
定
め
て
い
る
と
返
答
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
『
滋
賀
県
史
』
は
、
政
治
・
制
度
・

付
録
の
三
部
構
成
で
、
勧
業
・
職
制
・
官
員
履
歴
な
ど
の
事

類
ご
と
に
編
製
さ
れ
て
い
ま
す
。
叙
述
の
主
な
形
式
は
、
事

項
ご
と
に
関
連
す
る
申
牒
・
布
令
な
ど
の
原
文
（
年
月
日
も
）

を
そ
の
ま
ま
挿
入
す
る
と
い
う
も
の
で
、
現
在
イ
メ
ー
ジ
す

る
「
県
史
」
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
編
は
、
立
庁
か
ら
明
治
七
年
十
二
月
ま
で
を
対
象
と

し
、
第
二
編
以
降
も
順
次
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
修
史
局
に
提

出
す
る
進
達
本
と
、
県
で
保
管
す
る
控
本
が
作
成
さ
れ
、
そ

の
う
ち
県
庁
で
は
、
第
一
編
六
〇
冊
、
第
二
編
七
七
冊
、
第

三
編
四
三
冊
、
第
四
編
四
六
冊
（
＋
各
編
に
目
次
が
一
冊
ず

つ
）
の
控
本
を
所
蔵
し
て
い
ま
す
。
編
輯
事
業
は
、
明
治
十

七
年
度
ま
で
続
き
、
第
五
編
ま
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ

し
、
第
五
編
は
県
庁
で
保
管
さ
れ
て
お
ら
ず
、
進
達
本
（
国

立
公
文
書
館
所
蔵
）
の
み
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
編
輯
掛
で
は
廃
藩
置
県
前
後
に
滋
賀
県
（
大
津
県

含
む
）
に
合
併
さ
れ
た
、
旧
藩
県
史
の
編
輯
も
担
い
ま
し
た
。

彦
根
・
膳
所
・
水
口
・
西
大
路
・
山
上
・
宮
川
・
大
溝
の
七

藩
県
史
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
（
彦
根
は
進
達
本
の
み
）。

（
大
月
英
雄
）

１

「
諸
課
官
員
布
達
簿

全
」【
明
い

合
本
６
（

）】。

59

28

２

「
官
省
令
達
府
県
其
他
往
復
書
編
冊
」【
明
あ

合
本
１
（
９
）】。

246

３

同
前
【
明
あ

合
本
１
（

）】。

246

25

滋賀県史【資61、121、199、241】
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【
利
用
者
の
声
】
守
山
古
文
書
講
座
の
取
り
組
み

守
山
古
文
書
講
座
は
、
昭
和
の
時
代
に
「
古
文
書
を
読
む

市
民
講
座
」
と
し
て
、
市
立
図
書
館
の
視
聴
覚
室
で
発
足
し

た
。
そ
の
後
、
現
在
の
講
座
名
に
改
称
さ
れ
、
三
十
余
年
も

の
間
、
愛
好
者
の
方
々
の
協
力
を
得
て
綿
々
と
続
い
て
い
る
。

講
座
を
長
く
続
け
る
た
め
に
は
、
い
か
に
多
く
の
方
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
か
が
大
切
で
、
そ
れ
に
は
良
い
史
料

（
テ
キ
ス
ト
）
と
良
い
講
師
の
先
生
が
欠
か
せ
な
い
。

特
に
、
講
師
の
先
生
の
存
在
は
大
き
く
、
初
心
者
に
は
負

担
に
な
ら
な
い
よ
う
な
教
室
の
運
営
、
上
級
者
に
は
幅
広
く

奥
の
深
い
解
説
が
求
め
ら
れ
る
。
現
在
の
先
生
方
に
は
、
平

成
十
一
年
か
ら
務
め
て
頂
き
、
二
十
年
と
い
う
驚
嘆
す
る
ほ

ど
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
ま
だ
続
く
で
あ
ろ
う
。
感
謝
々
々
で
あ
る
。

な
お
、
教
材
と
な
る
史
料
は
、
幅
広
い
地
域
と
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
選
び
、
参
加
者
の
興
味
を
引
く
よ
う
に
し
て
い
る
。
明

治
期
の
史
料
を
用
い
る
場
合
に
は
、
県
政
史
料
室
の
文
書
か

ら
、
テ
キ
ス
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
選
ん
で
い
る
。

講
座
を
続
け
て
い
る
と
、
意
外
な
「
発
見
」
に
遭
遇
す
る

こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、『
守
山
市
史
』
や
『
滋
賀
県
史
』
を

ひ
も
解
く
と
、
天
保
一
揆
の
原
因
は
、
検
地
奉
行
が
彦
根
な

ど
の
大
藩
か
ら
賄
賂
を
受
け
取
り
、
し
ば
し
ば
検
地
を
し
な

か
っ
た
こ
と
や
、
検
地
が
行
わ
れ
た
際
も
、
五
尺
八
寸
の
間

竿
が
用
い
ら
れ
た
の
で
、
百
姓
が
立
ち
上
が
っ
た
と
あ
る
。

し
か
し
、
そ
も
そ
も
検
地
は
、
基
本
的
に
各
藩
の
領
主
自
ら

行
う
も
の
で
あ
り
、
ま
た
五
尺
八
寸
の
間
竿
な
ど
、
到
底
考

え
ら
れ
な
い
。
実
際
、
講
座
で
用
い
た
大
久
保
新
田
の
史
料

（
天
保
初
期
）
で
は
、
全
て
六
尺
一
分
の
間
竿
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
状
況
証
拠
で
は
あ
る
が
、
こ
の
話
は
明
治
二
十
年

代
の
自
由
民
権
運
動
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

二
十
年
以
上
も
経
つ
と
、
昔
の
慣
習
は
、
忘
れ
ら
れ
て
し
ま

う
の
だ
ろ
う
。
つ
く
づ
く
文
書
は
残
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
痛
感
す
る
。

歴
史
に
関
し
て
は
、
全
く
の
門
外
漢
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
あ
る
日
突
然
、
講
座
の
主
宰
を
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り

十
五
年
。
自
分
の
後
継
者
も
、
よ
う
や
く
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
た
。「
守
山
で
は
い
つ
で
も
古
文
書
講
座
を
し
て
い
る
か

ら
」
と
い
う
市
外
の
方
の
期
待
に
も
、
今
後
も
応
え
ら
れ
そ

う
で
あ
る
。

【
史
料
室
の
瓦
版
】
県
内
歴
史
的
公
文
書
等
担
当
者
会
議

平
成
三
十
年
二
月
十
四
日
、
本
県
で
は
各
市
町
村
の
文
書

管
理
や
、
歴
史
的
公
文
書
等
に
関
わ
る
情
報
交
換
の
た
め
、

担
当
者
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
は
、
同
二
十
二
年
度
よ
り
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
回
は
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
金
山
正
子
氏
に
御
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
金
山
氏
か
ら
は
、
海
外
の
事
例
を
も

と
に
、
近
現
代
資
料
の
保
存
対
策
と
修
復
な
ど
に
つ
い
て
、

本
県
の
歴
史
的
公
文
書
の
保
存
管
理
を
進
め
て
い
く
上
で
、

大
変
参
考
に
な
る
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

後
は
、
各
市
町
村
の
担
当
者
か
ら
出
さ
れ
た
提
議
を
も
と
に

意
見
交
換
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
公
文
書
管
理
に
関
わ
る
現

状
と
課
題
を
共
有
し
ま
し
た
。

古文書講座の様子

会議の様子
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【
湖
国
こ
ぼ
れ
話
④
】
甲
賀
路
を
ゆ
く
関
西
鉄
道

関
西
鉄
道
は
、
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
草
津
―

三
雲
間
が
開
通
し
、
同
四
十
年
に
は
国
有
化
さ
れ
た
現
在
の

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
前
身
で
す
。
今
回
は
、
明
治
期
の
大
手
私
鉄
・

関
西
鉄
道
の
創
設
か
ら
国
有
化
ま
で
の
歴
史
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

関
西
鉄
道
設
立
の
背
景

滋
賀
県
は
、
古
来
か
ら
畿
内
と
東
海
、
北
陸
、
関
東
と
を

結
ぶ
交
通
の
要
所
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

明
治
二
年
、
明
治
政
府
は
鉄
道
敷
設
を
決
定
し
、
本
県
で
は

明
治
十
三
年
と
い
う
早
い
時
期
か
ら
東
海
道
線
（
京
都
―
大

津
間
）
が
開
通
し
ま
す
。
ま
た
、
明
治
十
七
年
に
は
敦
賀
―

長
浜
間
も
開
通
し
ま
す
。
一
方
、
大
津
―
長
浜
間
に
関
し
て

は
、
長
ら
く
鉄
道
連
絡
船
に
よ
り
繋
が
れ
、
鉄
道
で
の
連
絡

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
工
事
は
着
工
し
て
い
な

か
っ
た
も
の
の
、
こ
の
区
間
も
国
に
よ
る
敷
設
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
関
西
鉄
道
が
開
通
す
る
お
よ

そ
五
年
前
の
明
治
十
七
年
十
月
九
日
、
旧
彦
根
藩
主
井
伊
直

憲
を
は
じ
め
約
四
十
名
が
、こ
の
大
津
―
長
浜
間
の
鉄
道（
湖

東
線
）
敷
設
を
工
部
卿
へ
請
願
し
ま
し
た
。

こ
の
請
願
で
は
、
四
つ
の
段
階
に
つ
い
て
申
し
出
て
い
ま

す
。
ま
ず
、
①
官
設
予
定
で
あ
る
湖
東
線
の
早
期
着
工
、
そ

れ
が
無
理
な
ら
、
②
資
金
の
提
供
、
を
申
し
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
し
そ
れ
で
も
難
し
い
の
な
ら
ば
、
③
民
間
資
本
で

敷
設
し
国
が
運
営
、
さ
ら
に
は
、
そ
れ
も
難
し
い
の
な
ら
ば
、

④
民
間
で
の
建
設
・
運
営
、
を
願
い
出
て
い
ま
す
。

こ
の
請
願
を
当
時
の
工
部
卿
佐
々
木
高
行
は
、
鉄
道
局
長

井
上
勝
に
諮
詢
し
ま
し
た
が
、
井
上
の
回
答
は
全
面
却
下
で

し
た
。
井
上
の
意
見
に
基
づ
き
、
工
部
卿
は
滋
賀
県
に
対
し

指
令
を
下
し
ま
す
（
写
真
①
）。
そ
の
内
容
は
、
計
画
の
順
序

が
あ
り
す
ぐ
に
は
着
工
で
き
な
い
が
、
こ
の
区
間
は
官
設
が

決
定
し
て
お
り
、
準
備
が
整
い
次
第
建
設
を
始
め
る
予
定
で

あ
る
と
念
押
し
す
る
も
の
で
し
た
。

そ
の
後
、
当
時
の
県
会
議
員
で
あ
っ
た
弘
世
助
三
郎
、
馬

場
新
三
、
高
田
義
助
ら
は
、
こ
の
官
設
予
定
鉄
道
（
湖
東
線
）

が
開
通
す
る
前
提
で
、
こ
れ
を
利
用
し
て
京
阪
江
勢
間
を
鉄

道
で
連
絡
す
る
計
画
を
立
て
ま
す
。
こ
れ
は
近
畿
各
地
と
四

日
市
を
鉄
道
で
繋
ぎ
、
四
日
市
港
よ
り
横
浜
に
海
運
す
る
の

が
最
速
経
路
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
く
も
の
で
し
た
１

。

一
方
、
三
重
県
で
は
、
多
額
納
税
者
で
あ
り
四
日
市
築
港

推
進
派
で
も
あ
っ
た
木
村
誓
太
郎
や
三
輪
猶
作
、
諸
戸
清
六

ら
に
よ
っ
て
、
大
津
―
四
日
市
間
の
鉄
道
計
画
が
立
て
ら
れ

ま
し
た
。
明
治
十
九
年
、
彼
ら
は
官
設
予
定
区
間
（
大
津
―

草
津
間
）
を
除
く
四
日
市
―
草
津
間
の
線
路
測
量
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
下
で
も
、
京
都
だ
け
で
は
な
く
地
方
と
の

連
絡
を
視
野
に
入
れ
た
鉄
道
敷
設
計
画
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

京
都
側
で
は
、
関
西
唯
一
の
私
鉄
会
社
に
し
よ
う
と
い
う
目

論
見
が
あ
り
、
こ
れ
を
関
西
鉄
道
と
称
し
て
い
ま
す
。

「
私
鉄
の
時
代
」と
言
わ
れ
た
明
治
期
に
は
、各
地
で
様
々

な
私
設
鉄
道
計
画
が
立
て
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
計
画
路
線
が
重

複
す
る
こ
と
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
前
述
の
通
り
、
滋
賀
・

三
重
・
京
都
で
は
、
京
阪
江
勢
間
を
鉄
道
で
連
絡
す
る
同
一

路
線
が
そ
れ
ぞ
れ
計
画
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
三
府
県

の
有
志
ら
は
、
不
利
益
な
競
争
を
避
け
る
た
め
、
共
同
で
こ

の
路
線
の
敷
設
経
営
を
出
願
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
誕
生
し
た
の
が
、
関
西
鉄
道
株
式
会
社
で
し
た
。

関
西
鉄
道
会
社
の
鉄
道
網

明
治
二
十
年
三
月
に
関
西
鉄
道
会
社
創
立
委
員
総
代
は
、

滋
賀
・
三
重
両
知
事
取
り
次
ぎ
の
も
と
、
政
府
へ
鉄
道
敷
設

を
願
い
出
ま
し
た
。
彼
ら
は
大
津
―
四
日
市
間
を
手
始
め
に
、

熱
田
・
大
阪
・
奈
良
・
宮
津
へ
と
支
線
を
延
ば
し
、
関
西
一

帯
を
鉄
道
で
連
絡
す
る
構
想
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
構

想
は
、
前
述
の
通
り
官
設
鉄
道
（
東
海
道
線
、
湖
東
線
）
と

の
連
結
を
前
提
に
し
た
も
の
で
、
湖
東
線
が
開
通
し
な
け
れ

ば
彼
ら
の
計
画
は
実
現
し
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、
こ
の
請
願
で

も
湖
東
線
敷
設
の
際
は
出
資
す
る
意
思
が
あ
る
と
、
そ
の
早

期
建
設
を
促
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
こ
の
計
画
は
、
熱
田
を

は
じ
め
奈
良
や
宮
津
に
至
る
路
線
で
難
工
事
が
予
想
さ
れ
、

ま
た
独
自
に
計
画
さ
れ
て
い
た
大
阪
鉄
道
会
社
の
請
願
と
重

①「湖東鉄道敷設の件」【明と21（134）】
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複
す
る
区
間
も
あ
る
な
ど
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

政
府
は
湖
東
線
の
費
用
負
担
に
つ
い
て
は
留
保
し
た
上
で
、

同
線
と
分
岐
す
る
草
津
を
起
点
と
し
、
問
題
の
区
間
を
避
け

た
、
三
重
県
下
の
津
を
は
じ
め
と
す
る
運
輸
上
の
拠
点
を
通

る
路
線
で
、
再
度
請
願
す
る
よ
う
に
と
指
令
を
下
し
て
い
ま

す
（
写
真
②
）。

翌
年
、
関
西
鉄
道
会
社
は
こ
の
指
令
に
基
づ
き
、
草
津
―

四
日
市
、
四
日
市
―
桑
名
、
河
原
田
―
津
の
敷
設
を
請
願
し

ま
し
た
（
写
真
③
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
二
十
一
年
三
月
一

日
付
け
で
免
許
状
が
下
付
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
計
画
路
線
が
順
次
開
通
す
る
と
、
関
西
鉄

道
会
社
は
、
名
古
屋
（
明
治
二
十
八
年
開
通
）、
奈
良
（
同
三

十
年
開
通
）
へ
の
延
伸
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同
年
に
は

浪
速
鉄
道
や
城
河
鉄
道
の
譲
受
に
よ
り
、
大
阪
へ
の
延
伸
も

果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、
同
三
十
三
年
に
、
大
阪
鉄
道

の
事
業
及
び
財
産
を
譲
受
し
、
大
阪
東
南
郊
部
ま
で
影
響
力

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
関
西
鉄
道
は
自
社
に
よ
る
鉄
道
敷
設
や
他

社
と
の
合
併
譲
受
に
よ
っ
て
、
関
西
一
帯
に
鉄
道
網
を
広
げ
、

当
初
の
構
想
を
実
現
し
た
の
で
す
。

関
西
鉄
道
の
国
有
化

明
治
三
十
九
年
、
鉄
道
国
有
法
が
公
布
さ
れ
ま
す
。
同
法

の
制
定
に
は
、
運
輸
の
疎
通
や
運
賃
の
値
下
げ
は
も
と
よ
り
、

運
賃
収
入
の
確
保
に
よ
る
日
露
戦
争
後
の
財
政
再
建
や
、
外

国
人
に
よ
る
鉄
道
支
配
の
防
止
等
の
意
図
も
あ
り
ま
し
た
。

国
有
化
の
対
象
は
、
一
般
運
送
を
目
的
と
す
る
鉄
道
と
さ
れ

ま
し
た
が
、
一
地
方
の
交
通
を
目
的
と
す
る
も
の
は
除
外
さ

れ
ま
し
た
。
滋
賀
県
下
で
は
、
関
西
一
帯
に
鉄
道
網
を
広
げ

て
い
た
関
西
鉄
道
が
国
有
化
さ
れ
、
国
有
鉄
道
「
草
津
線
」

と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
現
在
は
一
地
方
を
走
る
路
線
だ
と
思
わ
れ

が
ち
な
草
津
線
で
す
が
、
そ
の
昔
は
、
明
治
期
の
大
手
私
鉄

会
社
・
関
西
鉄
道
に
よ
る
、
関
西
一
帯
を
つ
な
ぐ
広
域
鉄
道

網
の
形
成
構
想
の
、
ま
さ
に
そ
の
は
じ
ま
り
の
路
線
で
も
あ

っ
た
の
で
す
。

（
岡
本
和
己
）

【
参
考
文
献
】

・
小
川
功
「
関
西
鉄
道
の
創
立
と
近
江
商
人
の
投
資
行
動
」

『
滋
賀
大
学
経
済
学
部
附
属
史
料
館
研
究
紀
要
』
第
三
十

二
号
（
一
九
九
九
年
）。

・『
日
本
鉄
道
史
上
』（
鉄
道
省
、
一
九
二
一
年
）。

・『
滋
賀
県
史
昭
和
編
』
第
四
巻
（
滋
賀
県
、
一
九
八
〇
年
）。

１

「
関
西
鉄
道
敷
設
一
件
」【
明
と

合
本
３
（
３
）】

51

②「鉄道敷設に関する指令」【明う43合本4（50）】

③「関西鉄道会社設立并起業請願」【明と51合本3（3）】
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【
企
画
展
示
】

「
滋
賀
県
の
誕
生
―
湖
国
か
ら
見
た
明
治
維
新
①
―
」

期
間

１
月

日
（
月
）
～
４
月

日
（
木
）

22

19

「
県
会
の
は
じ
ま
り
―
湖
国
か
ら
見
た
明
治
維
新
②
―
（
仮
）」

期
間

４
月

日
（
月
）
～
７
月

日
（
木
）

23

19

「
県
会
波
乱
の
時
代
―
湖
国
か
ら
見
た
明
治
維
新
③
―
（
仮
）」

期
間

７
月

日
（
月
）
～

月

日
（
木
）

23

10

18

【
利
用
時
間
】

午
前
９
時
～
午
後
５
時

【
休
室
日
】

土
日
祝
日
、
年
末
年
始

【
閲
覧
方
法
】

◇
来
室
し
て
申
請

①
室
内
の
文
書
目
録
（
パ
ソ
コ
ン
ま
た
は
紙
）
で
閲
覧
し

た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
受
付
に
提
出
。

＊
個
人
情
報
の
審
査
が
終
わ
る
ま
で
、
数
日
～
１
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
〔
電
話
・
メ
ー
ル
等
で
連
絡
〕）。

③
文
書
を
閲
覧
す
る
。

◇
自
宅
か
ら
申
請

①
当
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
歴
史
的
文
書
」
目
録
で
閲
覧

し
た
い
文
書
を
探
す
。

②
閲
覧
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
メ
ー
ル
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
提
出
（
審
査
が
終
わ
る
ま
で
連
絡
を
待
つ
）。

③
文
書
を
閲
覧
す
る
。

【
そ
の
他
の
利
用
】

・
文
書
の
撮
影
は
、
持
参
し
た
機
器
で
各
自
が
行
っ
て
く
だ

さ
い
（
複
写
物
の
交
付
は
、
職
員
に
御
相
談
く
だ
さ
い
）。

・
企
画
展
示
、
自
治
体
史
・
事
典
等
の
書
籍
は
、
審
査
な
し

で
自
由
に
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
文
書
の
掲
載
・
借
用
の
際
に
は
、
別
途
該
当
す
る
申
請
書

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

①
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
か
ら
東
へ
徒
歩
５
分
。

②
京
阪
電
気
鉄
道
島
ノ
関
駅
か
ら
南
南
西
へ
徒
歩
５
分
。
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【
表
紙
解
説
】
関
西
鉄
道
家
棟
川
隧
道
之
図

Ｊ
Ｒ
草
津
線
の
前
身
で
あ
り
、
明
治
二
十
二
年
の
草
津

―
三
雲
間
開
通
に
は
じ
ま
る
関
西
鉄
道
は
、
そ
の
路
線
が

多
く
の
道
路
や
河
川
と
交
差
し
て
い
た
た
め
、
各
所
に
橋

梁
や
隧
道
（
ト
ン
ネ
ル
）
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

表
紙
の
写
真
は
、
今
は
な
き
家
棟
川
隧
道
の
建
設
工
事

の
様
子
を
写
し
た
も
の
で
す
。
同
川
は
天
井
川
（
砂
礫
の

堆
積
に
よ
り
、
川
底
が
周
囲
の
平
面
地
よ
り
も
高
く
な
っ

た
川
）
で
あ
り
、
そ
の
下
を
直
交
す
る
形
で
鉄
道
線
路
が

敷
か
れ
ま
し
た
。
基
礎
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、
隧
道
内
部

は
上
部
が
煉
瓦
造
り
、
下
部
は
石
造
り
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
写
真
で
は
、
隧
道
部
分
は
完
成
し
て
い
ま
す
が
、

ま
だ
線
路
は
敷
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

同
じ
く
天
井
川
で
あ
る
大
沙
川
や
由
良
谷
川
に
も
、
同

時
期
に
同
じ
構
造
の
隧
道
が
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、

大
沙
川
隧
道
は
、
現
在
も
Ｊ
Ｒ
草
津
線
に
て
利
用
さ
れ
て

い
る
、
本
県
の
近
代
化
遺
産
で
す
。

mailto:kenmin-j@pref.shiga.lg.jp

